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中国リベラル派（自由派）の使命と現状（洪　振快）
アジア・太平洋研究センター主催講演会
日　時：2018 年 5 月 3 日（木）
場　所：Q棟 5階　 51，52 会議室
テーマ：中国リベラル派（自由派）の使命と現状
報告者：洪　振快（雑誌『炎黄春秋』前編集長）
発表の構成
一，中国の自由派
二，過酷な環境下における自由派の堅守と不撓不屈
三，“左右の鬩ぎ合い”：改革開放時代の中共，自由派，極左派の駆け引き
四，デジタル全体（極権）主義：習近平 “新時代” とは新型精緻全体主義時代
一．広義の自由派とは
　①世界の普遍的価値（自由，人権，憲政，民主，法治，市場経済等）②西洋文明へ
の賛同③中国も西洋型文明に変容すべきという思想を信奉・受容する人々。歴史上の
“右派” の殆どは自由派で現在は以下のタイプ：a. 異端者，b. NGO活動者，c. 社会
向け発言をする知識人，d. 自由派学者，e. 人権派弁護士，f. メディア関係（“南方” 系
が突出），g. 改革派官僚（定年幹部含む）と大衆（多くはネチズン）。a. の代表は
2010 年に獄中でノーベル平和賞を授与された劉暁波⑴。講演者の元職場である雑誌
『炎黄春秋』⑵は f.。胡耀邦や趙紫陽などの老幹部は g. を代表する人物である。
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　因みに講演者の洪氏自身は，極左サイト『ユートピア（烏有之郷）』上で「親米反
共歴史虚無主義⑶の代表人物」というレッテルを貼られ今では言論活動を封じられて
いる。
二．自由派の抵抗で特筆に足るのは 4 つの時期である
1．1950 年朝鮮戦争支援のため対米国政治教育がなされ，その後数世代に亘り影響。
“仇視米国：米国は中国人を殺す”
“鄙視米国：米国は腐った帝国主義国家で，全世界反動堕落の大本営”
“蔑視米国：米国は紙に書いた虎で完全に打ち負かせられる”
民族資本家，上層知識人や学生の “親米” “米国崇拝” の思想の粛清が目的だっ
た。
2．1957 年の “反右派” 運動は多くが自由思想を有し，“中共の天下” に不満を持つ民
主党派への打撃が目的。鄧小平も積極的な支持を表明した。被害者 55 万人。
3．1966 ～ 1976 年の文化大革命：葉剣英によると，著名な学者，作家，芸術家，ア
スリートをはじめとして，被害者は 1億人（全人口の 9分の 1）に上った。
4．苛烈な環境下での反抗者：林昭，張志新，遇羅克，蔡鉄根など文革中に拷問，処
刑。
三．改革開放の時代 1978 年以降は中共，自由派と極左派の駆け引き
1．文革後の自由思想の復活：“西単の民主の壁” 運動
2．1980 年代は革命発言の後退と自由思想の伝播：鄧小平は有限の自由を与えるのは
容認，しかし政治上中共の一党政治は死守する “政左経右”（政治は左で経済は
右）；いわば “双峰政治”：左の保守派と右の改革派の間で 1年ごとに触れ動く。
3．1989 年 “天安門事件” 以降に指導者の信条変化：執政権護持，政治体制改革の頓
挫
4．江沢民時代：1992 年鄧小平の南巡講話後に市場経済が推進され極左は周辺化。市
場化されたメディアが発展，新自由主義思想が伝播し自由派が発言権を掌握した。
5．胡錦涛・温家宝時代：世論空間は収縮したものの存在。『炎黄春秋』は党内改革派
や自由派の言論の陣地となり，中国の現代化への転換を推し進めた。
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四．習近平時代をどう捉えるか？－デジタル全体主義（極権主义）の登場
1．習近平の統治が 2013 年に始まってからメディアの粛清のほか，紙媒体，映像，ア
ネクドート，ラジオ放送，図や写真，インスタグラムの禁止を通じてネット世論
との決戦状態にある。しかも 1.76 億台（2017 年）の監視カメラ（2020 年には
6.26 億台に増加見込み），顔認証や感熱技術の普及，ビッグデータ，スマートシ
ティなどの技術イノベーションを通じて，精緻化された全体主義国家が築かれた。
換言すればジョージ・オーウェルの予言の 21 世紀版が実現されつつある。
2．中国の自由派の現状：転向，出国，沈黙，身を隠している。最後に「健康に留意
し習近平よりも長生きして黎明を待つという手もある」との自虐的な言葉で講演
は閉められた。言葉の軽妙さとは裏腹にデジタル専制の最先進国の閉塞感が漂っ
た。
（注）
① 2008 年に有志と共に発表した『零八憲章』が国家政権転覆煽動罪に問われ懲役 11 年。末期の肝
臓癌で 2017 年に病没。1989 年天安門事件の「四君子」の一人で中国に留まり活動を続けた。
②中国共産党や軍の長老の一派が 1991 年に創刊した近現代史を主要テーマとする改革派のオピニ
オン誌で，経営は完全に政府から独立。しかし，2016 年夏には経営権を政府に奪われ，提訴を試
みたが，裁判所は訴状を受理しなかった。
③歴史虚無主義とは中共の立場に立たない史実探求の姿勢。洪氏は習近平政権下で日中戦争に由来
する「狼牙山五壮士」英雄譚の真贋を探求したために，極左派から誹謗中傷を受け，複数の名誉
毀損裁判でも敗訴した。この歴史考証事案も『炎黄春秋』の簒奪の契機となった。
（文責：松戸　庸子，蔡　毅）
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